




Ⅰ. 2013年度 連結業績概要

・本日はご多用のところ、お集まりいただき誠にありがとうございます。

それでは、お手許にお配りしておりますパワーポイント資料に沿って

ご説明いたします。



・まず、2013年度の連結業績の概要ですが、

・売上高は、前年度比18.1％増の2兆9,271億円、

営業利益は1,085億円、

経常利益は 532億円、

当期純利益は 115億円となりました。

いずれも前回2月4日の公表値をクリアするとともに、利益については、

各々前年度から大幅に改善し 黒字転換を果たしました各々前年度から大幅に改善し、黒字転換を果たしました。



・次に部門別の売上高の状況ですが、

・「太陽電池」「液晶」「電子デバイス」が大幅な増収を達成し、

全体では前年度に対し18.1％の増収となりました。



・また営業利益は、

・「健康･環境」が、円安による輸入製品の採算悪化から減益となりましたが、

「デジタル情報家電」「太陽電池」「液晶」が大幅に改善し、

全体では、前年度から2,548億円の増益となりました。

・なお、各｢ 部門」 及び 「主要商品」の状況については、後ほどご説明

いたします。



・次のスライドは、営業利益の増減を要因別に分析したものです。

・「固定費削減効果」や「資産削減効果」 等の「構造改革効果」、

各部門における「増収効果」が、収益改善に寄与しました。



・次のスライドは、営業外損益・特別損益・法人税等の概要です。

・2013年度第4四半期は、｢投資有価証券売却益」47億円等を特別利益に計上する

とともに、太陽光発電プラント開発会社の のれん及びデジタル情報家電の生産

設備等の「減損損失」117億円を特別損失に計上しました。

・事業構造改革費用等、多額の費用を計上した2012年度と比べ、営業外損益は

49億円、特別損益は2,523億円各々改善しています。



・次のスライドは、貸借対照表の推移です。

・公募増資、第三者割当増資等により、現預金残高は3,795億円となりました。

一方、純資産については、退職給付債務のオンバランス化によるマイナス影響

が1,093億円あり、前年度末比723億円増の2,071億円に止まりました。

また、自己資本比率は、6.0％から8.9％に改善しました。



・次のスライドは、有利子負債の推移です。

・在庫の適正化や投資有価証券等、資産売却の取り組みにより、

有利子負債は前年度末から809億円減少し、1兆935億円となりました。

・なお有利子負債から現預金を差し引いた純有利子負債は、7,139億円に

改善しました。

引き続きキャッシ フロ の改善に努め 有利子負債の削減に取り組んで・引き続きキャッシュ・フローの改善に努め、有利子負債の削減に取り組んで

まいります。



・次のスライドは、たな卸資産の推移です。

・全社に亘る徹底した削減取り組みにより

たな卸資産は2,951億円となり、前年度末から155億円減少しました。

また月商比も1.50ヶ月から1.21ヶ月に低下しました。



Ⅱ. 2014年度 連結業績予想

・続いて、2014年度の連結業績予想についてご説明いたします。



・昨年5月、中期経営計画説明会にて2014年度の業績目標値を公表致しました。

その後の急激な円安の進行や、新興国通貨安に加え、国内では消費税率改定に

伴う一時的な販売減少が予想される等、我々エレクトロニクス業界を取り巻く環境は

大きく変化しています。

これらの状況を踏まえ、今般、2014年度予想における為替前提を見直し、ご覧の

通り、売上高を1,800億円増額するとともに、営業利益、当期純利益を各々100億円

減額致しました。



・次のスライドは四半期別売上高・営業利益の推移予想を示したものです。

・季節変動に加え、消費税率改定の影響等により、 2014年度第1四半期は、

「デジタル情報家電」「太陽電池」「液晶」等を中心に売上高、営業利益

ともに低調に推移すると予想しています。



・次のスライドは、売上高の部門別予想です。

・ ｢太陽電池｣において、海外ディベロッパー事業のプロジェクト案件の減少や、

国内住宅用の販売減等から、大幅な減収となるものの、

「デジタル情報家電」をはじめ「健康･環境」「電子デバイス」等の増収により、

全体では、2013年度に対し728億円の増収計画としております。



・営業利益の部門別予想については、

「液晶」「電子デバイス」において増益が見込まれるものの、

「太陽電池」の赤字により、全体では85億円の減益計画としております。



Ⅲ. 部門別情報

・次は、「部門別情報」です。

ここでは、売上高、営業利益の変動幅が特に大きい、

「デジタル情報家電」「太陽電池」「液晶」「電子デバイス」について、

各々ご説明致します。



・まず「デジタル情報家電」ですが、

2013年度の売上高は前年比横バイの7,333億円となりましたが、営業利益は前年度の

赤字から128億円の黒字に改善しました。

・同部門の主要製品である液晶カラーテレビが米州、欧州で低迷しましたが、

日本、中国、新興国で伸長したほか、

携帯電話の新製品投入の寄与もあり、黒字転換を図ることができました。

通期予想については ご覧の通りとしています・通期予想については、ご覧の通りとしています。

次にスライドNo.19の太陽電池をご覧ください。







・2013年度は、国内市場で住宅用、メガソーラー等の産業用が伸長したほか、

海外のディベロッパー事業が好調に推移し、売上高は前年比68.9％増の4,390億円、

営業損益は324億円の黒字となりました。

・今年度については、

2013年度に集中した海外ディベロッパー事業のプロジェクト案件の減少や、国内

住宅用太陽電池の販売減、さらには円安の進行による輸入部材の採算悪化等を織り

込みご覧の通り、大幅減収、赤字計画としています。込みご覧の通り、大幅減収、赤字計画としています。

今後、EPC売上の拡大や、IPP、O&Mの強化等、エネルギーシステムソリュー

ションへの転換を早急に図り、収益回復に取り組んでまいります。

次にスライドNo21の液晶部門をご覧ください次にスライドNo21の液晶部門をご覧ください。





・2013年度は、スマートフォン向け等、中小型液晶の伸長により、売上高は前年比

17.0％増の9,910億円となりました。

営業利益については、中小型へのシフトによるモデルミックス改善や特許関連

収入等の寄与もあり、415億円の黒字となりました。

・今年度は、亀山第2工場の中小型比率を前年度の20％から2014年度上期中に50％

に高めるとともに、大型液晶パネルについては、70/80/90型等へインチアップ

を図ります。

・当社はアモルファスのみならず、LTPS、IGZO等、最先端の液晶技術を有すると

ともに、カメラモジュール用センサ、タッチパネル等の入力デバイスを有して

います。これらの強みを活かし、顧客ニーズを捉えたソリューション提案を展開し

工場稼働率の維持と収益改善に取り組んでまいります。

・通期予想については、中小型比率拡大によるミックス改善効果を織り込み、

ご覧の通り増益計画としております。



次に電子デバイスです。

・スマートフォン等のモバイル機器向けカメラモジュールの販売が堅調に推移し、

売上高は、前年比20.6％増の3,263億円となりました。

営業利益については、モデルミックス悪化、LEDデバイスの在庫処分等により、

下期が赤字となりましたが、通期ベースでは、32億円の黒字となりました。

・今年度については、

液晶パネルと電子デバイスのソリューション提案を一層強化し、顧客の取り込み

を図 てまいりますを図ってまいります。

通期予想については、カメラモジュールの販売増等を織り込み、増収増益として

おります。



・以上ご説明の通り、2013年度は当期純利益の黒字化を達成すること

ができました。 今後も、この手を緩めることなく各事業の収益力を一層強化し、

今年度計画の達成に邁進するとともに、中期経営計画の最終年度である2015年度

に繋げてまいります。

ご静聴ありがとうございました。










